
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１０１０１

基盤研究(C)

2014～2012

東日本大震災による大型津波の海浜性昆虫群集への影響と復元過程予測

Damage for the littoral beetles by Tsunami of Great East Japan Earthquake and its 
prediction of ecological restoration

５０２２１８３３研究者番号：

大原　昌宏（Ohara, Masahiro）

北海道大学・学内共同利用施設等・教授

研究期間：

２４５７００９４

平成 年 月 日現在２７   ６ １４

円     4,200,000

研究成果の概要（和文）：　東日本大震災による津波被害地域63地点において、津波前後の海浜甲虫相の個体数動態を
調査した。24地点について津波前（2009, 2010年）と津波後(2012-2014年)の海浜環境の変化と甲虫類の個体数の増減
を比較した。（１）砂浜が消失など大きな環境変化が起きた地点では、甲虫類個体数はほぼ消滅した。（２）部分的な
環境改変地点は８割で回復していた。（３）環境変化のなかった地点では個体群は維持されていた。ケシガムシ類は環
境指標種に適している。

研究成果の概要（英文）：　At a total of 63 localities in Tohoku area, Japan, we researched littoral 
beetle fauna before and after Tsunami by the Great East Japan Earthquake. We compared the number of 
individual of the littoral beetles and the level degree of environmental damages by Tsunami at 24 
localities. (1) Serious damaged environment of seashore areas: almost littoral beetles are extinct: e.g. 
Cercyon spp. (Hydrophilidae), Hypocaccus spp. (Histeridae), Aphela gotoi (Curculionidae). (2) Partly 
damaged areas: 80 % of populations of the littoral beetles are recovered. (3) A little damaged areas: no 
change for the population of the beetles.
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１．研究開始当初の背景 
	
 東日本大震災の津波は数百年に一度の規
模の大型津波であった。大型津波が生物の分
布に与える影響の研究は少なく、日本列島で
の研究例はない。海浜性生物は、津波による
生息域環境の撹乱と復元に伴って、生物群集
が分散・消滅または復元する過程が予想され
るが、実際の津波前後の生物相調査が可能と
なる機会は極めて限られている。今回、津波
前に東北太平洋海岸域の調査を実施してい
たことから、津波前後の生物相を比較するこ
とが可能となり、海浜性甲虫群集の津波後の
動態と分散・復元過程とその影響を見ること
とした。生物地理と海浜環境保全の観点から、
津波と海浜性生物の関係を示す貴重な基礎
データとなることが得られることが期待さ
れた。 
 
２．研究の目的 
	
 （１）東日本大震災の大型津波が、海浜性
生物の分布に与える影響ついて、生物地理学
的観点から、特に甲虫群集の分散・消滅・復
元の動態を記載することを目的とした。 
	
 （２）津波後の海岸環境の撹乱と年次ごと
の復元過程を記載し、環境の復元に伴い、海
浜性生物群集がどのように種や個体数を増
やしていくかを示す。また津波後に行われた
防潮堤工事など人工的な環境改変が海浜性
生物に与える影響の記載も目的とした。 
 
３．研究の方法 
	
 （１）津波前（2009-2010年）と津波 2−4
年後（2012-2014年）の海浜性甲虫群集を比
較し、津波による群集の消失・縮小・増加の
状況を調査した。 
	
 （２）調査地点は、津波被害地の青森、岩
手、宮城、福島、茨城、千葉の計 47 地点で
ある。このうち十分な比較データの揃う 24
地点について、より詳細な比較を行った。	
  
	
 （３）主に海浜に打ち上げられている海藻、
動物死骸の下を調査し、採集された昆虫類す
べてを科、属レベルまで同定し、種リスト一
覧を作製した。 
	
 （４）採集地点の海岸環境変化をレベル分
けし、環境と海浜性甲虫類の種数、個体数の
増減の関係を検討した。 
	
 （５）津波前のデータとして、今回の調査
で採集したデータに加え、北海道大学総合博
物館、青森県郷土博物館、岩手県立博物館所
蔵、陸前高田市博物館（復旧標本）の標本資
料も追加比較データとして用いた。 
 
４．研究成果	
 
	
 （１）青森、岩手、宮城、福島、茨城、千
葉の太平洋岸調査地点 47 カ所において、調

査採集回数はのべ 68 回になった。採集され
た甲虫の科・種数は 12 科 78 種であった。調
査地点を図１に示した。採集された主な海浜
性甲虫を科別に示し代表的な種名を表１に
示した。	
 
	
 （２）津波前後の比較が可能な 24 地点の
環境をレベル分けし、環境指標種としてケシ
ガムシ類、ハマベエンマムシ類、ハマベゾウ
ムシを選定し、各地点の環境レベルと個体数
の増減タイプを解析した。	
 
	
 （３）表２にはケシガムシ類の個体数増減
比較の結果を示した。ケシガムシ類の個体数
は様々な動態を示したが、以下のような傾向
がまとめられた。	
 

 

 
図１. 調査地点 



	
 	
 3-1)	
 海浜の環境が津波により著しく改
変され、ほぼ壊滅状態に近い地点（レベル１）
は、指標種ケシガムシ類は 2009 年、2010 年
のような個体数が採集されることはなく、個
体群はほぼ消滅状態であった。2012 年に一旦
個体数が増加し 2013 年・2014 年に減少する
（山型）あるいは、一旦減少し、その後増加
（谷型）を示す場合もあるが、個体数は著し
く少なく、消滅状態と言える。また、数カ所
については防潮堤建設により環境が消失あ
るいは改変し、個体群が維持されていない地
点もあった。	
 
	
 	
 3-2)	
 海浜の環境が津波により部分的に
改変された地点（レベル２）は、個体数が年
ごとに増加回復する場合、谷型を示し回復し
た場合、山型を示し減少する場合、年ごとに
減少する場合の動態が見られたが、全体の８
割の地点で回復を示しており、津波前に近い
状態まで個体数は復元した場合が多いと考
えられた。	
 
	
 	
 3-3)津波による環境変化がほとんど見
られなかった地点（レベル３）においては、
ケシガムシ類は、津波前の個体数とほぼ変わ
らず、年次あるいは季節変動と考えられる程
度の増減が見られた。	
 
	
 以上、ケシガムシ類は採集される個体数も
多いことから、環境の軽微な変化を反映する
指標種として優れていると考えられた。	
 
	
 （４）指標種ハマベエンマムシ類について
は、ケシガムシ類に比べ、移動能力が高く、
海浜に打ち上げられた海鳥などの死骸に依
存しているため常時より採集される個体数
の変動が大きいなどの理由から、ケシガムシ
類とは異なる動態を示した。石巻市、亘理町
吉田浜ではケシガムシ類が消滅しているの
に対し、ハマベエンマムシでは個体数が増加
していた。陸前高田市高田松原では、津波前
の標本が博物館収蔵標本として残されてい

るが、津波後はケシガムシ類同様、確認され
ておらず消滅したと思われる。ハマベエンマ
ムシ類は、ケシガムシ類よりも復元能力が高
いと思われ、従って、壊滅的な環境以外は出
現する可能性が高く、環境変化に強い指標種
と考えられる。	
 
	
 （５）指標種ハマベゾウムシについては、
海浜に打ち上げられたアマモに依存するこ
とが知られており、津波により東北の多くの
アマモ場が流失した。2010 年には釜石市根浜
海岸、陸前高田市高田松原、気仙沼市陸前小
泉で確認されているが、今回の 2012-2014 年
の調査ではいずれの地点も確認できず個体
群は消滅あるいは著しく減少しているもの
と思われる。ハマベゾウムシは、今回取り上
げた指標種としては最も環境に敏感な種で
あり、津波による影響が著しいと考えられる。	
 
	
 （６）博物館標本の調査により、海浜性甲
虫類の過去 50 年にわたる分布状態のデータ
が集められたため、今回の現地調査の標本記
録とあわせて、分布図の作製のためのデータ
として集約し取りまとめる予定である。調査
をした博物館の中では、特に陸前高田市博物
館の収蔵標本は陸前高田松原のものを多く
含み、当該地点は海浜性甲虫がほぼ絶滅した
可能性が高いため、貴重な標本となった。	
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